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0柳行李(箱6-34)資料群の枝番については「資料名(内容)J枠内に表記した。

柳行李

番号 代 差出人|詰取人資料 名( 内容 ) 年

1 1 (地頭所納金控J(当役庄三郎番、臨時|申12.
金・同利息 ・御用立金年賦書上) (1-1) 

形態|数量

状 I1 

21差上申御詩書之事(子易村勘兵衛一件、|嘉永 3.4.27 1上糟谷村組合惣代地頭所役人 | ゥ 1 1 
手鎖村預け仰せ付けられ承知、右につ 1 1 平 兵 衛 他1名
き詩書) (1-2) 

31(哲簡)(今般若殿様石野家より御縁組

取詰、結納済、知行所勘定は未定との
ことほか) (1-3) 

41党 (鳥居入用茶漬代金受取につき)
(1-4) 

5 1 (付議) (上書「嘉永三年三月より五月
迄子安組百姓勘兵衛右三人差縫之儀j
とある) (1-5) 

61 (付議) (1-6) 

71 (金高控) (1-7) 

8 1 (包紙) (上書「謹券jとある) (1-8) 

9 1 (質地控カ) (虫損大未開) (1-9) 

(近世)11.22 作助

子 7.13 田丸や新兵衛

(嘉永 3.)

(近世)

(々)

(年代未詳)

(ゥ)

10 1 (氏子札)(上粕屋日枝神社氏子山口平|明治 5.1.30 1旧神宮 間矩政

右衛門。包紙あり) (1-10-1) 

111 (氏子札)(上粕屋日枝神社氏子山口き| 々 5. 1.30 I旧神宮 間矩政

ん) (1-10-2) 

12 1 (氏子札) (上粕屋日枝神社氏子片桐み| ゥ 5. 1.30 1旧神宮 間矩政

き) (1-10-3) 

131(氏子札) (上粕屋日枝神社氏子山口新| 砂 5. 1.30 1旧神宮 間矩政

太郎) (1-10-4) 

14 1 (氏子札) (上粕屋日枝神社氏子山口竹| か 5. 1.30 I旧神宮 間矩政

次郎) (1-10-5) 

15 1 (氏子札) (上粕屋日枝神社氏子橋井く I11 5. 1.30 I旧神宮 間矩政

ま) (1-10-6) 

16 I (付議)(上告「書翰類jとある)(1-11止)I (年代未詳)

171京都より書状写(若殿様本日無事御到 1(近世) 3. 4 
着とのことほか近況報告) (2-1) 

181 (書簡) (公方棟当月4日無事京二条御 I(々) 3. 8 
休所に到着。若殿様の役は前日大津宿
まで出迎えとのことほか近況報告。包
紙あり) (2-2止)
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19 1 (書簡) (江戸額面の件御案内の通り出 I(ゥ) 8. 8 I吉の屋向居

来上がり人足遣わし候処、先方が拒否
したため当惑につき相談したきとのこ
と) (3-1) 

201 (書簡) (かねてご案内の松を差図し I(ゥ) 8.22 I吉野屋善輔
てお見せいただきたいとのことほか)
(3-2) 

21 1 (書簡) (鳥居立地の足代丸太の件につ I(ゥ) 8.19 I吉野屋普輔
き)(3-3) 

11 1 

" 1 

" 1 
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木札 1 1 

ウ I1 

ゥ I1 

ゥ I1 

。I1 

ゥ I1 

状 1 1 

11 1 

1 

山口左司右衛門 | ゥ 1 1 

山口佐司右衛門 I 11 I 1 
他 1名

いしくら 山口左| ゥ 1 1 
司右衛門
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柳行李

言す| 資料名(内容)

221党(杉丸太の件につき)(3-4) 

年代|差 出 人|請取人

(近世) 8.24 I伊勢原師 (仕)事

師藤吉久右衛門

事全量
231 (書簡J(古綱の打ち直しの件につき綱 1(ゥ) 8.26 

見かたがた来訪されたしとのことほ

か) (3-5) 

241 (書簡J(先日ご相談の綱の件、江戸表I(ゥ) 9. 3 
にて求めることになり、小生明日出立

とのこと) (3必止)

251 (書簡J(日光御供差出の代りに村方定 1(弘化) 9.18 
助郷免除願の件勘定所において取調

べの上いずれ指図あるはずとのこ とほ
か、包紙あり) (4-1) 

261 (書簡J(村方助成金残金35両余のうち 1(近世) 4.11 
20両飛脚を以て届けるとのことほか。

包紙あり) (4-2) 

271 (書簡J(田方遺作のため、御用捨米願 I(ゥ)10.29 
出を聞周、仰せつけられ候につき。包

紙あり) (4-3) 

281 (書簡)(臨時金のこと名主庄三郎方へ 1(々) 5. 6 
またぞろ申入れたのでお心添え下さる

ょうとのこと。包紙あり) (4-4) 

291 (哲簡) (道中御無事帰村の祝ほかにつ I(々) 9.11 
き。 包紙あり)(4-5) 

301 (書簡)(普兵衛差添人庄三郎帰村につい ο) 5. 4 
き常右衛門代人として差し越されるよ

うとのこと。包紙あり) (4-6) 

311覚(十四会目助成掛金受取につき)

(4-7) (4-8) 
弘化 2.3. 

321党(御隠居料の五月分臨時金受取につ| ゥ 2. 4.20 
き)(4-9) 

331 (書簡) (日光山御参詣留守中御番隔日 1(近世)3.晦日

となり中小姓差し支えにつき、貴殿文

は子息隣之助殿のどちらか御出府願い

たしとのことほか。包紙あ り) (4-10) 

341 (書簡J(新蕎麦粉献上の品披露の処、 I(ゥ)11. 6 
ご満足のこと。包紙、紐あり) (4-11) 

351差上申御請書之事(異国船渡来のため |嘉永 6.10.
御軍役人数繰出の際はご沙汰次第人馬

差出の請書。包紙あ り、 上書「御軍役

人馬御請下書、御借米願之下哲jとあ

る) (4-12-1) 

361乍恐以書付奉願上候(去子年早損不作| ゥ 6.10. 
のため拝借米を願p今年返納すべ き

処、 早損所は今夏も畑違作のため、延

納願) (4-12-2) 

371 (書簡)(昨26日寺社方朱印普替を受け、 I(近世) 2.27 
飛脚をもって追わしたので名宛の寺社

へ達するようにとのこと。包紙あ り)
(4-13) 

よし野屋普輔 いし くら 山口左 l

司右衛門
1 

よし野や普輔 いしくら 山口左 l
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1 

間部熊五郎内金相州大住郡上粕谷 1

田虎次郎他1名村山口左司右衛

門他1名

間部熊五郎内金相州大住郡上粕谷 l

田庸右衛門 他 1 村山口左司右衛

名 門他1名

間部熊五郎内金相州大住郡上粕谷 1

田庸右衛門 他 1 村山口左司右衛

名 門他1名

間部熊五郎内 金 相州大住郡上粕谷 l

田庸右衛門他 1 村山口左司右衛

名 門

間部熊五郎内金相州大住郡上粕谷 l

田席次郎他1名村山口左司右衛

門他1名

金田席次郎 他 1 上粕谷村 山口左|ゥ 1 2 
名 司右衛門

1 

金田席次郎 他 l 上粕谷村名主文 l

名 右衛門

間部熊五郎内上相州大住郡上粕谷 1

田延七郎 村山口左司右衛

門 (4-9)

1 

間部熊五郎内金上粕谷村山口左 |

子宗兵衛 他 1名 司右衛門

大住郡上粕谷村 名 御 地頭所様 I 

主 庄 三 郎 他 御 役 人 衆 中

10名

1 

知行所上粕谷村名御地頭所様 l 

主庄三郎 御役人衆中

金 田 鍬 吉 他 1名 上粕谷村 山口左 I

司右衛門

-26-



柳行李

番号 資 料 名 (内 容) 年 イt 差 出 人 請取人 形態 数量

38 〔知行所賄金、臨時金収納高等書付)(亥 (亥.) 状 l 
年分) (4-14) 

39 〔書簡) (村方百姓女庵相続のこと、組 (近世) 4.18 間部熊五郎内金上粕谷村 山口左 11 1 
頭常右衛門次男弥吉養子相続聞き届け 田席次郎 他 1名司右衛門
村方積金のうち常右衛門に持たせたと

とにつき。包紙あり) (4-15) 

40 〔金高書付) (4-16) ( 11 ) 11 l 

41 覚(小箱紙包受取証) (4-17) ( 11)  3.12 間部熊五郎内上 山口隣之助 11 1 
田八歩作

42 覚(鳥居勧化金増金分届書) (4-18) ( 11 ) 市之丞 山口左司右衛門 11 1 

43 須賀浦奉納之党(鳥居勧化金書上) ( 11 ) " l 
(4-19) 

44 〔鳥居発起人名ほか書上) (4-20) ( " ) 11 1 

45 〔書簡)(別紙書面只今伊勢原より届い 子.9.27 市之丞 山口左司右衛門 " 1 
たので、 三の宮石取人足のことよろし

くお取計らい願いたしとのこと)

(4-21) 

46 〔出府人名魯付) (27日朝子易組重蔵 (近世) 11 

他23人出府の心積もりにて長後まで

行った処、 三給の役人立入、当日夜峰

岸まで帰るとのこと) (4-22) 

47 〔包紙) (上告「人別之儀此方両人被仰 嘉永 5.12. 11 

渡レ候書付弁ニ高札場=立替被下金書

付二通入jとある) (4-23) 

48 〔分米石高書付) (4-24) (近世) " 1 

49 〔石高、割付写) (4-25) ( " ) 山口左司右衛門 11 1 

50 〔書簡)(鳥居寄進残り 200疋の送り状) (ゥ) 7.17 秋山聖吾 山口両大人 " 1 
(4-26) 

51 〔書簡) (ご簾中様ご逝去につき、普請 (々) 6.28 金田庸右衛門他上粕谷村名主文 11 l 
鳴物停止仰せ出) (4-27) 1名 右衛門他1名

52 乍恐以書付御注進奉申上候(今年田作、 嘉永 5.6. 大住郡上粕谷村名 " 
苗代の頃から早魁相続き、畑作も照統 主庄二郎

きで実の少ない模棟につき) (4-28) 

53 覚(臨時金、 冥加金ほか上納につき) 成.12. 上粕谷村 " 
(4ー29)

54 覚(武器手入れ臨時金出金上納の達書) 丑.8. " 1 
(4ー30)

55 覚(先に差し出した鳥居一条、来春に (近世)12.24 伝吾 山口左司右衛門 " 1 
延期となったため-8返金3人分の預

かり証) (4-31) 

56 〔達書) (異国船渡来の節、停作助添、 寅.閏 7. 山口左司右衛門 11 1 
人足召し連れ出府御用弁の功により給

人永々諸士並を仰せつけにつき)

(4-32) 

57 覚(臨時金受取につき) (4-33) 嘉永 4.4.19 金田庸右衛門他上粕谷村名主長 11 1 
1名 左衛門
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柳行李

r--ー園

番号 | 資料名(内容) 年 代 差出人 | 請取人 |形態|数量

581 (書簡) (去る15日子易村大山手長講の
者、御師佐藤大隅方で博打催し、関東

取締出役に召し捕られた中に村方百姓

(近世)9.19 間部熊五郎内 金 相州大住郡上粕谷|状 1 1 
田庸右衛門他 1 村山口左司右衛

がいたので、村役人とも出府のこと。

包紙あり) (4-34) 

591 (書簡) (一条思いの外長引き困惑、ー 1(々) 6. 5 
両日中に帰着とのことほか。包紙あり)

(4-35) 

601 (送り状) (渋紙包) (4-36) 1 (近世)

61 1 (書簡) (鳥居金物25日迄に完成のはず|子.l.23 
とのζ とほか) (4-37) 

621 (書簡) (季三郎様のお世話の事上様ご 1(近世) 6.28 
満足、 7月分賄金落手とのことほか。

包紙あり) (4-38) 

631 (書簡) (三州御用相済み帰府の途次用 1(ゥ) 2.28 
向の件につき談じたいので出張依頼)
(4-39) 

641 (書簡) (組頭惣左衛門兄太兵衛差紙に 1(ο) 4.17 
違背し出府致さず候につき、 今後不行

き届きのないよう注意したもの。包紙

あり) (4-40-1) 

名 門他1名

江戸本所松井町 山口尊父 l 

山口作助

作助 山口 l 

淀や善兵衛 石倉 山口左司右 l

衛門

金田庸右衛門他上粕谷村 山口左 l

l名 司右衛門他1名

御馬村出役先金 山口左司右衛門 | 

田庸右衛門他1 他 1名

名

間部熊五郎内金相州大住郡上粕谷 l

田庸右衛門他1 村山口左司右衛

名 門

1 

1 

1 

1 

1 

1 

65 1 (書簡) (仰せ越しのことま だ順調にも I(々)4.17 I金田庸右衛門 他山口左司右衛門 | ゥ 1 1 
取り掛かっていないのでご返事出来な 1 1 1名
pとのこと) (4-40-2) 

661 (包紙) (紐に 「嘉永三成年二月より子 1(嘉永 3.) I I 々 1 1 
易組与頭是迄隣之助兼帯致し居候処、

当年よりハ庄兵衛親伝吾、九兵衛両人

隔年ニ致し候趣被仰渡候、尤当年ハ伝

吾、右ニ付別帯」とある) (5-1-1) 

671 (書簡) (子易組組頭役の件、伝吾、九 I(ゥ 3.) 2. 7 I上田八歩作他1 山口左司右衛門 | ゥ 1 1 
兵衛両人による隔年勤務の件ほかにつ 1 1名 他 l名
き) (5-1-2) 

681 (書簡) (御出府の御礼、当月分賄金請 I(々 3.) 2. 7 I上田八歩作 他 1 山口左司右衛門 | ゥ 1 1 
取につき) (5-1-3) 1 1名 他 1名

691覚 (2月分賄金請取につき) (5-1-4) 1嘉永 3.2. 6 1上回八歩作他 1 上粕谷村名主文| ゥ 1 1 
名 右衛門

701 (書簡) (御賄金受取、子易組組頭役の 1(嘉永3.)2.29 1間部熊五郎内金上粕谷村 山口左| ゥ 1 1 
件ほかにつき。包紙あり) (5-2) 1 1田庸右衛門他 1 司右衛門他1名

名

71 1 (包紙) (上書「御屋敷様より御状御臨|嘉永 4.8. I田村古尾谷平兵石倉 山口左司右 1 11 1 1 
時金十九両三分受取書入Jとある) 1 1衛 衛門
(6-1) 

721 (書簡) (臨時金無利息剖済、小前方か 1(近世) 4. 1 
らも少々取り計らいのことはまだ決ま

らず、人気は障らぬよう再びご工夫願

いたしとのことほか。包紙あり。)(6-2) 

731覚 (村方鎮守山王権現御朱印請取につ|安政 5.2.20 
き) (6-3) 

-28ー

間部熊五郎内金上粕谷村山口左 l

田庸右衛門他 l 司右衛門他1名

名

上粕谷村与頭庄岡崎村金剛頂寺 l 

三郎他2名

1 

1 



柳行李

番号| 資料名( 内容 ) 年 代

安政 4.12.

差出人 | 請取人 |形態|数量

741奉差上御詰一札之事(上粕谷村鎮守山

王権現別当吉祥院住持が決まり、私共

へ御朱印御預けなされたにつき、右地

所年番を以て世話するので請書一札)

右村 山口左司右御地頭所様御役人|状 1 1 
衛門 中

(6-4) 

751口上(白壇苗沢山持たせて項きたしか 1(近世) 3.晦日|金田

に落手につき) (6-5) 
山口 ゥ I1 

761党(四月分御賄金請取につき) (6-6) 1嘉永 6.3.29 1金田庸右衛門 他 上粕谷村名主庄| ゥ 1 1 

77 1 (包紙) (r御地頭所様江用立金十両詩 1(嘉永)

取魯Jとある。裏面は嘉永7年11月7
日の見積書として使用) (6-7) 

781印鑑(平楽周蔵) (6-8) 1 (近世)

1名 三郎

ゥ I1 

ゥ I 1 

791(書簡) (先に頼み置いた硝煙類江戸で 1(申)9.20 1間部熊五郎内 上相州大住郡上粕谷| 々 I 1 
は払底、調べて項いた厚木 ・津久井の 1 1田八歩作他1名村 山口左司右衛

商庖は値段が高いため見合わせとした 1 1 門 他 1名
いとのことほか。包紙あり) (6-9) 

801 (書簡) (地頭所役人小堀十太ほか豆州|午 2.23 1豆州君沢郡南江間相州大住郡上粕谷 | ゥ 1 1 
村々廻村あり、帰路貴村へ立ち寄ると 1 1村名主塩谷周蔵村山口作助

のこと、お迎え下されたし。包紙あり)

(6-10-1) 

81 I (暫簡) (三州御用済みの上は平塚着次|々.2.23 1江間塩谷周蔵 山口作助 | ゥ 1 1 
第寅村方へ先触れ案内があるはずなの

でよろしく) (6-10-2) 

8211.差上申一札之事(私賭博の宿致し、|嘉永 4.9.17 1 1. 当人伝右衛御役人衆中 I 11 I 1 
文寿昌院ほかも詫びを入れるようとり 1 1門他4名

すがるにつき願出につき) 2.一札之 1 1 2.寿 昌 院 他2
事(村方百姓賭博の宿を致し取調を受 1 1名

けたが、今後は改心するにつき)(6-11) 

831入置申一札之事(今般村伝右衛門ほか 1(近世) 1上粕谷村字辻伝 | ゥ I 1 
同人宅で賭博致し板戸村の者ともつれ 1 1右 衛 門 他4名

の風間立つにつき、詫びを入れたきに

っき) (6-12) 

841党(金子受取につき) (6-13) 1子.10. 1石倉 山口 〔屋号) (山左) I ゥ 1 1 

85 1 (書簡) (先達中出府ご苦労。百姓普兵 1(近世)閲 2.151間部熊五郎内金相州大住郡上粕谷| ο 1 1 
衛見留いの乙とほかにつき。包紙あり)1 1田庸右衛門他1 村 山口左司右衛

(6-14) 1 1名 門他1名

861 (書簡) (御朱印書替を渡すので、各宛 1(々) 1.17 1間部熊五郎内金相州大住郡上粕谷| ゥ I 1 
の寺社へ達するととほか。包紙あり) 1 1田庸右衛門他 1 村 山口左司右衛

(6-15) 1 1名 門

871 (達状) (御朱印書替を渡したので、来 1(ο) 1.17 1間部熊五郎詮昌 洞昌院・吉祥院 | ゥ I 1 
たる 21日までに出府されたしとのこ 1 1 鵜川大隅

と。包紙あり) (6-16) 

881 (地頭所印鑑) (6-17) 1 (々) 1 1 々 1 15 

891乍恐以書付奉上候(今年は6月まで雨 1(ο) 1知行所大住郡上粕 1 11 1 
天がちのため稲も枯葉多きとの作況報 1 1谷村

告) (6-18) 
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柳行李

F・E ・E ・-圃

番号| 資 料 名 ( 内 容 )

90 I (書簡下書) (鳥居が大坂より先月27日
浦賀着田村迄きたが、村には到着せず
とのことほか) (6-19) 

911奉差上請書一札之事(昨日年夏の大雨
により 田畑荒れのため年貢ご用捨下さ
れ、明年は上納すべきにつき) (6-20) 

92 1 (書簡) (鵜川大隅妻子人別不備あるた
め、今回限り村役人奥印を除いて本人
持参を許す儀につき。包紙あり、上書
「嘉永三戊ノ十二月廿五日着神戸鵜川
大隅人別一条御用向jとある) (6-21) 

93 1 (哲簡) (若殿様京都御出立は2月10日1(近世) 1.18 1間部内 山口作助 上粕谷村 山口尊| ゥ 1 1 
頃、剣術奥詰衆としてとのことほか。 1 1 父
包紙あり) (6-22-1) 

年 代

(近世)

安政 5.3. 

嘉永 3.12.22

差出人 | 請取 人 |形態 |数量

状 I1 

田地持主庄七 御地頭所梯御役人| ゥ 1 1 
他3名中

間部熊五郎内金相州大住郡上粕谷 |ゥ 1 1 
回庸右衛門 他 1 村山口左司右衛
名 門他1名

941 (哲簡) (御上治の儀につき。江戸市中 I(々) 1.19 1作助
の様子を報じたものほか) (6-22-2) 

95 1 (書簡) (御上洛出帆繰上となる。御入 I(ゥ) 2. 3 I作助
用方の儀ほかにつき。江戸市中の様子
を報じたもの。包紙あり) (6-23) 

961 (哲簡) (御上治日決定、若殿様は船御I( 11)  1.29 I作助
供、私は江戸留守を勤めるごととなっ
たとのことほか) (6-24) 

引乍恐以書付紳上候 (今年6月まで雨 I( 11 ) 

が続き、年貢上納にも関わるとの作況
報告) (6-25) 

981乍恐以書付御注進奉申上候(今年6月I(嘉永 4.8.) 
まで雨が続き、年貢上納にも関わると
の作況報告) (6-26) 

991 (啓簡) (11月分御賄金、国役金請取、 I(近世)10. 2 
請取書を儀吾へ渡す乙と、田方不作に
伴う歎願書提出により米10俵引を認
める旨ほかにつき) (7 -1) 

100 1当日年当役諸勘定書抜帳 (挿入文書あ|弘化 2.12.
り) (7 -2) 

101 1党(御臨時金として請取につき。包紙|嘉永 4.7.21 
あり) (7-3-1) 

1021 (書簡) (田村へ申し入れた妙楽寺分琉I(蕗永 4.) 7.25 
球人国役銀銭納銭については、御朱印
地につき納入の必要はなかったので返
却とのことほか) (7-3-2) 

1031党 (2月分御賄金請取につき) (7 -4) I慶応 4.1.29 

1041党 (4月分御賄金請取につき) (7-5) 1 ゥ 4. 3晦日

105 1党(閏月分御賄金請取につき) (7-6) 1 11 4. 4.15 

山口 ゥ I1 

山口尊父 ゥ I1 

山口 ひ I1 

ウ I1 

大住郡上(粕谷) 御地頭所様御役人| ゥ 1 1 
村名主 長 左 衛門衆中
他 1名

間部熊五郎内金田上粕谷村 山口左| ゥ 1 1 
庸右衛門他1名司右衛門他1名

山口 |横 1 1 

上粕谷村名主 長| 状
左衛門 他l名

上粕谷村名主長 l

左衛門他1名

金田庸右衛門他
1名

金田庸右衛門他
1名

金田卓か他2名

金田卓ホ 他2名

金田卓か 他2名

上粕谷取締名主 l 

山口作助他2名

上粕谷取締名主 l 

山口作助他1名

上粕谷取締名主 l 

山口作助他1名

1061 (書簡) (春中の御賄金の件相談したき 1(近世)11.30 1金田庸右衛門他山口左司右衛門 | ゥ 1 1 
儀あるにつき)(7 -7) 1 1 1名 他1名

nu
 

q
J
 



番号| 資料名( 内容 )

1071 (書簡) (御臨時金納不足につき調達次

第上納するよう取り計らってほしいと
のことほか) (7-8-1) 

1081 (書簡) (先般金子用立に対する尾屋敷

様からの御礼状) (7 -8-2) 

1091覚(間部熊五郎殿内金田庸右衛門殿宛

の金子請取、相違なくお届け申し上げ

候につき) (7 -9) 

年代

(近世) 12.17 

(ゥ)12.17 

亥.6.17 

1101覚(為替にて金子請取につき) (7-10) 1寅.11.19

111 1覚(当役勘定書上) (7 -11) 

1121村高書上帳(雛形) (7-12) 

1131御請書之事(日光御法会につき御国役

金仰付候につき。雛形) (7-13) 

嘉永 3.12.

慶応 2.1. 

か 2.1. 

1141差上申御請書之事(大山石尊大権現鳥|嘉永 4.3. 
居再建に当たり、鳥居高さを 1丈2尺

に縮めるよう 仰せ渡されにつき請書)

(8-1-1) 

川 差上申御請書之事 (大山石尊大権現鳥 I(近世)
居再建に当たり高さ取縮めのこと。下

書) (8-1-2) 

川〔勧進状)(~可夫利神社鳥居再建資金勧 | 嘉永 3. 1 
進につき) (8-2) 

1171差上申御請書之事(当年間5月中大風 1(安政 4.)
雨のため年貢上納差し支えにつき御用

捨米下し置かれるよう願。写)(8-3) 

1181覚(御用捨米下し置かれ候につき)

(8-4) 

1191 (御用村出役先触) (助郷人馬減勤願出

の件につき) (8-5-1) 

120 1覚(村方勘定一条金受取につき)
(8-5岨 2)

121 1覚(小作米石高書上) (8-6) 

122 1 (大道・源兵衛辻・近辺間数書上〕

(8-7-1) 

1231 (子易組ほか 4組金高書上J(8-7-2) 

1241 (書簡J(御進発御発途にあたり殿様御

供出立のため人足5人出府を求めたも

の。包紙あり) (8-8-1) 

安政 4.10.

子.10.

ウ. 9.20 

(近世)

( " ) 

(ゥ)

元治 2.4.21 

柳行李

差 出人 | 請取人 |形態胃E
金田庸右衛門他上粕谷村 山口左|状 I1 
1名 司右衛門他1名

金田庸右衛門他 山口左司右衛門 | 々 1 1 

1名

江戸日本橋定飛脚 山口作助 | 々 1 1 

問屋江戸屋仁三郎

出広藤沢宿大阪

屋伊右衛門

間部熊五 郎 内 上 山口左司右衛門

田八歩作

ゥ I1 

横

相州大住郡上粕谷間部美作守様御内 |冊

l 

村名主 御役人衆中

御知行所相州大住御地頭所様御役人|状 1 
郡上粕谷村名主 中

相州大住郡上粕谷地頭所役所

村名主長左衛門

他4名

寄進取次所伊勢原

村菅沼紋次郎

他2名

地頭所

知行所相州大住郡地頭所御役所

金田庸右衛門他

l名

論所地改手代桑

原全輔他1名

伊勢原村役人

大住郡上粕谷村名

主・組頭・惣百姓

東海道藤沢宿より

武州金沢迄宿々

村々役人

上粕谷村役人

金田庸右衛門他上粕谷村 山 口 作 l

1名 助

ゥ I1 

ウ I2 

ウ I1 

ウ I1 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

1 

l 

1 

1 

1 

1 

125 1 (書簡) (御承知の芝一条当惑している 1(近世)4 .21 1金田庸右衛門他山口作助 | ゥ I 1 
ので御工夫願われたしとのことほか)1 1 1名
(8-8-2) 
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的
一
軒 資 料名 (内 容) 年代

1261 (書簡) (依頼した金品早速手配頂き確 I(近世) 7.19 
かに受領候につきほか) (8-9-1) 

1271 (書簡) (山王社々木処分取りもつれの I(ゥ) 7.19 
ことにつき) (8-9-2) 

1281 (書簡) (大磯の才三郎より諸向手取金I(ゥ)12.30 
相違困惑とのことほか) (8-10) 

1291 (哲簡) (来月は御子様方祝ご入用もあ I(々)10.20 
るので月々賄金払不足につき、当月中

に金15両利足共納められたしとのこ
と) (8-11) 

1301 (書簡) (若殿及び妹君、病気加療の処I(ゥ)
ご両人共逝去、右御入用出金依頼。包
紙あり) (8-12) 

131 I乍恐以書附奉願上候(身持ち不時につ|天保12.12.
き人別取除願) (8-13) 

132 I辻組覚 (8-14-1) (弘化元.)

差 出人|請取人

間部熊五郎内金上粕谷村山口左

回庸右衛門他1 司右衛門他 1名
名

金田庸右衛門他山口左司右衛門 l 

l名他1名

橋本元三郎 山口左司右衛門 1 

他 1名

金田庸右衛門 他上粕谷村 山口左 l

l名 司 右 衛 門 他1名

金田庸右衛門他 上粕谷村名主長 l

l名 左衛門他1名

相州大住郡上粕谷地頭所役人衆中

村願人藤左衛門

他5名

1斜竿

1 

1 

1 

1 

か I1 

々 I1 

133 1 (文政十年高辻党) (石高、金子書上)I (々元.) 1 1 ゥ I 1 
(8-14-2) 

1341 (告簡) (公方械ご不例の処、苑去遊ばI(近世) 7.23 1金田庸右衛門他国村、上粕谷村役| 砂 I 1 
され、昨22日より普請停止のこと。包 1 1 1名 人

紙あり) (8-15) 

135 1 (書簡) (金目村田地去年分作徳勘定 I(ゥ) 6. 4 
なし下されたしとのこと。包紙あり)

(8-16) 

1361党(当申御年貢米所払代金入札結果。|嘉永元.11.
包紙あり) (8-17-1) 

137 1嘉永二年勤番くじ (8-17-2) 1 (近世)

138 1 (書簡) (当暮御不足金、米相場下落な 1(ひ)12.14 
がらご承諾あり、また臨時出金残高遅

延のこと承知。包紙あり) (8-18) 

139 1 (書簡) (琉球人国役、平塚宿定助郷、 I(ゥ) 6.15 
馬入川渡船役高、前々の通り相違な

いか取調、申越されたし。包紙あり)

(8-19-1) 

140 I党(中川帯万名主儀左衛門ほか書上)I亥.6.25 
(8-19-2) 

141 1 (書簡) (鳥居近日建前となるはずにつ

き承知ありたし) (8-20-1) 

142 I (書簡) (村方百姓助右衛門方出火の件
類焼 もなく政徳院様50回思につき沙

汰に及ばずとのこと) (8-20-2) 

143 I (書簡) (便興送りの病人、止宿中行方

不明となったので所在その他尋ねたく

一報ありたし。包紙あり) (8-21-1) 

144 I (書簡)(便興送りの病人、 当地及び余

給には関りな く、 地頭名も誤っている

のでご承知ありたし) (8-21由 2)

(近世) 1.23 

(ゥ) 1.23 

亥.9.11 

嘉永 4.9.15 

小島小才三 山口左司右衛門 " 

金田庸右衛門他大住郡上粕谷村名

1名 主長左衛門

金田庸右衛門他山口左司右衛門 l 

1名他1名

金田庸右衛門他上粕谷村名主長|

1名 左衛門他l名

金田庸右衛門 他

1名

間部熊五郎内金
田庸右衛門他1
名

東海道駿州有渡郡

柚木村名主藤蔵

他2名

大住郡上粕谷村

長左衛門他1名

山口左司右衛門 l 

他 l名

上粕谷村 山口左 l

司右衛門他1名

相州大住郡上粕谷 l

村役人

駿州有渡郡柚木村 l

役人

" 

" 

1 

" 1 

1 

1 
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番号| 資料 名( 内容 )

1451 (書簡下書) (返書下書) (8-21-3) 

1461 (暫簡) (若殿様将軍上洛御供仰せつけ
られど同談も出来かね、先に八兵衛を
帰村させ、両3日中には自分も帰村の
つもりとのこと。包紙あり) (9-1-1) 

147 1 (添紙) (御府内商人の相場書上。包紙
あり) (9-1-2) 

年代

(嘉永 4.)

(近世)10. 3 

( 11 ) 

1481舌代(請取 l通御落手下さるべくとの 1(ゥ)
こと) (9-2) 

1491 (告簡) (焔硝献上金落手につき。) 1 (ゥ) 5.29 
(9-3-1) 

1501 (告簡)(臨時金落手につき。包紙あり)1 (ゥ) 5.29 
(9-3-2) 

151 1 (管状1通、届金請取証) (9-4) 1寅.2.17 

1521党(村方寄付人足賃等預り書) (9-5) 1 (近世)

1531党(鳥居用索木・石等運び人足・馬賃 1(ο) 

普付) (9-6) 

161 1 (書簡) (六月土用入り以来雨なく、畑 1(々) 8.14 
作早魁、田方も不安の段など報告。包
紙あり) (9-14) 

1621 (書簡) (昨年末臨時当借分元利返金に 1(ゥ) 1. 9 
っき。包紙あり) (9-15) 

1631 (金銭受払控) (9-16) 1 (々)

1641 (町剖図面) (吉祥院・山口の記載あり)1 (々)
(9-17) 

1651痢病神勧化(勧化金銭控) (9-18) 1 (々)

1661 (書簡)(須賀船1般入船につき)(9-19) 1 (ゥ) 5 

1671 (書簡) (子易質屋一条、鳥居のこと相 1(ゥ)17 
談致したく杉沢までご入来願いたしと
のこと) (9-20) 

1681 (書簡) (大坂表石工両人只今到着につ 1( 11 ) 10.17 Iよしのや善輔 いしくら 山口左| ゥ 1 1 
きほか) (9-21) 1 1 司右衛門他 1名

1691 (鳥居仕様) (長さ、重量など) (9-22) 1 (々) 1 1 11 1 

1701 (書簡) (鳥居は明23日村着、積方代金 I(ゥ)10.22 I馬入村杉山久五石倉 山口左司右 | ゥ I 1 
12両とのこと) (9-23) 1郎 衛門

154 1 (金額書付)(9-7) 

155 1口達之党(当子年人別改の際、取調方
心得5ヶ条ほかにつき) (9-8) 

1561 (普之助村送り受取書) (9-9-9) 

1571 (行方不明者名書付)(9-10) 

1581 (辻組分金銭書付) (9-11) 

1591 (山田粂右衛門他分金銭書付) (9-12) 

1601党(川普請に関わるなわ、丸太等員数・
人足人数書付)(9-13) 

(ゥ)

子.2. 

(近世)

(ゥ)

(ゥ)

(ゥ)

(ο) 

柳行李

差出人 | 請取人 |形態|数量

上粕谷村名主長御名主藤蔵他 |状 I1 
左 衛 門 他2名 2名

間部熊五郎内山上粕谷村山口左|ゥ I1 
口作助 司右衛門

ウ I1 

ウ I1 

金田庸右衛門他 山口隣之助 l 

l名

金田庸右衛門 他山口左司右衛門 1 

1名

東海道平塚宿平 上粕谷村 山口 作 l

田宗兵衛 助

1 

l 

子安村役人

かみや九兵衛

世話人中 | 々 I 1 

山口左司右衛門、| ゥ 1 1 
鳥居世話人

" 

金田庸右衛門他山口左司右衛門
l名他1名

" 

11 '
E
A

噌

E
A

噌

E
A

噌

E
A

唱

E
A

11 

11 

" 
11 

金田庸右衛門他上粕谷村 山口左 1

1名 司右衛門他 1名

金田庸右衛門他山口左司右衛門 l 

l名他1名

11 

ゥ I1 

砂 I1 

よしのや善輔

石倉・いせ原両君| ο I 1 

山口左司右衛門 | 々 1 1 
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軒 資 料名 (内 容) や

U

一

4
1
-

白
-
)
)

年
一
世

r

一
近
，

-
(
(
 

1711覚(賃金・扶持控) (9-24) 

172 1 (掛札その他名控) (9-25) 

1731 (書簡) (京・大坂・高野山参詣に行っ I(ゥ) 1.16 
てもらいたい。京では私方稲荷の官位

従一位を取ってほしいとのことほか)
(9-26) 

1741 (書簡) (当月 8日夜、 上子安村の者共 I(ゥ) 8.14 
大勢騒ぎ立て穀類拝借のためと当村入

口まで押し寄せ候につき) (9-27) 

1751一札之事(貴殿よりの借入金延引の証 I( " ) 
文を入れるに際し、父大隅助太夫実印
を不正使用したことにつき) (9-28) 

1761 (書簡)(昨23日寺社方より御朱印下げ、 I(々) 2.27 
3月1、2日にも渡されるはずとのこ
とほか) (9-29-1) 

1771 (暫簡) (金剛頂寺尋ね来たので、御朱 I(々) 2.26 
印下渡しのこと話したとのことほか。
包紙あり) (9-29-2) 

1781党(当成3月分還金請取につき)(9-30) 1成.3. 

1791 (書簡) (季三郎様内に立寄の節の御世|嘉永 4.4.20 
話につき礼ほか。包紙あり) (10-1) 

1801 (書簡)(印鑑・触書 ・書面について盆|子.6.29 
後25日揃の所委細承知につき) (10-2) 

181 1 (紙経書付) (子易組百姓助太夫はこれ|嘉永 3.
まで両名いたが、 神主の方は「神主大
隅Jと改めた旨の書付) (10-3-1) 

1821 (書簡) (百姓助太夫差紙を以て呼出の I(近世) 3.28 
処、未だ出府せず差添人共早々出府

するようお達しありたし。包紙あり)
(10-3-2) 

1831党(御屋敷様触普請取につき)(10-3-3) I戊.6.16 

1841 (替簡) (助太夫差添人組頭庄三郎出府I(近世) 4.14 
につき伝吾を帰村させる。但し助太夫

は未だ出府せずとのこと。包紙あり)
(10-3-4) 

1851 (普簡) (百姓助太夫一件、神職は鵜川I( " ) 4.21 
大隅1人いるので、 助太夫名跡は取潰
し仰付候処、次男求馬を以て名跡を継
がせたいと歎願があったので許された

とのこと。包紙あり) (10-3-5) 

1861 (地代金書付) (10-4) 1 (ゥ)

187 1 (書簡) (踏石田村着船の知らせあり、 1(ゥ) 12. 1 
打合せのため上粕谷役人 1人ご出張あ
りたしとのこと) (10-5) 

1881 (廻状) (本文なし) (10-6) 1 (ゥ) 2. 

1891党(鳥居勧化ほか金高書付) (10-7) 1 (ゥ)

差出人 | 詰取人 |形態|数量

状 I~ 
山口隣之助 山口左司右衛門 " 

江戸屋敷にて 山 山 口左司右衛門
口作助

山口作助 山口

金田庸右衛門他山口左司右衛門 l 

l名

同村古尾谷平兵石倉 山口作助 l 

衛

金田庸右衛門他粕谷村山口左司|状

1名 右衛門他1名

田村古尾谷平兵 上粕谷村名主文|ゥ 1 1 
衛 右衛門

金田庸右衛門他 山口左司右衛門 l 

l名 他 1名

金田庸右衛門他山口左司右衛門 l 

l名他1名

よしのや普輔i いしくら 山口左 l

司右衛門他1名

" 

久野監物 厚木村外六ヶ村年 l

寄、名主、組頭

" 1 

" 1 

" 

" 2 

紐

l 

" 

l 

-34-
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柳行李

番号| 資料名 ( 内 容 )

190 I (書簡) (昨16日踏石無事到着につき、

村方役人中の内 1人明朝朝馬入久五郎

方へお出で下されたしとのこと)

(10-8) 

191 1差上申御詫一札之事(百姓時作上子安

村誰右衛門方へ酒狂の上夜分口論に及

び候につき) (10-9) 

1921 (書簡) (浦賀寄付金のこと掛札にお出

で下 さるようとのこと) (10-10) 

193 1 ~鳥取替申一札之事(明神前庄兵衛屋敷
地へ九兵衛廟書への道が2尺境入して

いたので、立会改め示談成立につき)

(10-11) 

1941 (書簡下書) (鳥居のこと、村方納金10
両ほか請取られたし) (10-12) 

1951 (届出書) (子易明神前ねりま屋岩二

郎内弁蔵が小銭奪い取られ候につき)

(10-13) 

1961 (書簡) (臨時金出金につき相談したく

来月20日出府ありたしとのこと。包紙

あり) (10-14-1) 

1971 (申達) (このたび峯寿院様逝去につき

鳴物七日停止のこと) (10-14-2) 

198 I (書簡) (当暮勘定大不足のため、村方

臨時金割当の積もりにつき、正月23
日出府願いたしとのとと。包紙あり)

(10-15-1) 

1991覚(上粕谷村勘定書) (10-15-2) 

2001覚(上粕谷村勘定書。無尽金等内訳)

(10-15-3) 

2011 (書簡) (万端滞りなくすみめでたいと

のことほか) (10-15-4) 

2021 (申達) (紀伊一位様逝去につき、鳴物

7日停止のこと) (10-16) 

2031覚(田方違作御用捨につき御書付写)

(10-17) 

2041覚(地頭方中間雇上賃金増金につき、

田村・上粕谷村負担分出金の依頼)

(10-18) 

205 1 (書簡) (初米献上のこと、武器買入

臨時金のことほかにつき。包紙あり)

(10-19) 

206 1 (書簡J(講金は平兵衛が御屋敷ヘ納め

たとのことほか) (10-20) 

2071 (書簡) (平間村八郎兵衛一件済口のこ

とにつき貴君よりよろしく御伝言あり

たしとのこと) (10-21) 

2081入置申借地証文之事(10-22)

年 代

(近世) 8.17 

(ゥ)

(ゥ)12.12 

嘉永 5.3.15 

(近世)

(ゥ)

嘉永 6.6.27 

(近世) 6.27 

嘉永 5.12.8 

(近世)

(ゥ)

(ゥ )

(ゥ) 1.28 

嘉永 3.10.

酉.(嘉永 3.)

11.18 

(近世) 9.10 

(ο) 1.20 

(ゥ) 6.10 

天保11.12.

左

名

、
一
口

1

ノ
一
山
他

取
一R

一
ら
門

-

i

j

f

y

f

リ

圭
一
同
一
〈
が
ド

言
一
し
右

一い

司

一
古
口

人
一
し

』
』

一
レ
小

出

一

uu
一町

会己

一原

さア
二
せ
や

い
の

形態|数量

状 I1 

ゥ I1 

よしのや善介 いしくら山口左 1 " 1 1 
司右衛門

当人庄兵衛他 |々 1 1 
8名

ゥ I1 

上粕谷村〆引分役寄場役人衆 | 々 I 1 
人

金田庸右衛門他 山口左司右衛門 | ゥ I 1 
1名 他 1名

上田八歩作他 1 田村名主古尾谷 1 " I 1 
名 平 兵 衛 他 1名

金田庸右衛門 上粕谷村 山口左 |ο I 1 

司右衛門 他 1名

ウ I1 

々 I1 

上田八歩作 山口左司右衛門 |ο 1 1 
他 1名

金田庸右衛門他上粕谷 ・田村名主| 々 1 1 
1名

金田庸右衛門他 大住郡上粕谷村名| ゥ 1 1 

1名 主 他 2名

豆州南江間村名主相州両村惣代 | ゥ I 1 
周蔵

上田延七郎他 1 上粕谷村名主留|ゥ 1 1 
名 兵衛

石井専治郎 山口左司右衛門

ウ I1 

ゥ I1 

借用主武八他喜三郎 |ゥ I1 

2名

-35-



作
一
持

制
刷

V

F

;
資料名(内容) 年 代

(近世)2091党(道普請代金書付) (10-23) 

2101党(鳥居入用金受取につき) (10-24) 1亥.9. 3 

2111 (晋簡J(今朝木挽と片町いづやを遣わ 1(近世) 8.29 
したのでよろしくお指図ありたしとの

ことほか) (10-25) 

2121京都御作事方より御伝(竹木虫喰、竹I(ゥ)
木切る日につき) (10-26) 

2131 (七五三引の名称由来J(大山寺領境の I(々)
鳥居に七五三引を張ったことが元禄の

記録にある) (10-27) 

2141 (書簡J(百姓勘兵衛去26日一件吟昧の I(ゥ)11. 
上落着とのこと。包紙あり)(10-28-1) 

2151 (書簡J(夫婦前膳腕その他送り状)I (ゥ)11. 
(10-28-2) 

2161 (金高書付J(秋山分ほか) (10-29) 1 (ゥ)

2171 (穀類書付J(10-30) 1 (ゥ)

2181 (鳥居用石勘定その他書付J(石引登せいか)

人数、日取など) (10-31) 

2191 (穀類書付J(10-32) 

2201党(村々助成績金掛金1口商取につき)
(10-33) 

2211党(金高書付) (10-34) 

2221 (書簡J(鳥居再建のこと絵図面落手と

のことほか) (10-35) 

(ο) 

天保 9.11.25

(近世)

(ゥ)12.31 

2231 (書簡J(かわら屋派遣の都合の件ほか)I (ゥ)11.16 
(11) 

2利党(人別金銭暫上。山田粂右衛門分ほ I( 11 ) 

か)

2251党(峯岸分鳥居寄進寄付金書上) 1 (々)

2261党(峯岸分鳥居寄進寄付金告上。端裏 1(ひ)
自「峯岸分鳥居寄進之書付」とある)

2271党(鳥居掛り酒代請取につき) (ゥ) 7.18 

2281口上(人足方へ御酒の差し入れへの御 I(ο) 2. 4 
礼)

2291党(鳥居分ほか人別銭書上) (々) 7. 

2301 (書簡J(年始の御祝儀として金100疋I(々) 1.24 
献上のことほか。包紙あり)

2311 (書簡J(8月1日の大風雨により御屋 I(ひ) 8.18 
敷は別条ありゃなしゃ。臨時入用が必

要である旨村方に伝達とのととほか)

2321党(有金凡調村別金書上につき) 1 (ゥ)

2331党(五匁縄仕事師等への支払金書上) 1 (ο) 

2341党(鳥居寄付金組別金銀銭書上) 1 ( ~ ) 

差出人 | 請取人 |形態|数量

吉野屋紋次郎 山口左司右衛門 l 

よしのや普刺i 山口左司右衛門 l 

大山八大坊役人 石倉村役人 l 

間部熊五郎内金上粕谷村山口左 l

田庸右衛門他1 司右衛門他1名

名

金田庸右衛門 他山口左司右衛門

1名

間部熊五郎内上 山口左司右衛門

田 延 七 郎 他1名

間部熊五郎内 金
田庸右衛門他 1
名

よしの屋普輔

pび屋普兵衛

ヒナタ 守屋愛二

良

〆引辰三郎

間部熊五郎内金

子宗兵衛他l名

間部熊五郎内金

子宗兵衛

相州大住郡上粕谷

村山口左司右衛

門他1名

石蔵村 山口左司
右衛門

山口左司右衛門

山口左司右衛門

他1名

山口左司右衛門

相州大住郡上粕谷
村山口左司右衛

門

上粕谷村 山口左

司右衛門

状 1 1 

1 

1 

11 

1 

" 

11 
噌

E
A

唱

E
A

‘，i

11 

11 

" 
1 11 

11 1 

1 " 

" 1 

ゥ I1 

ゥ I1 

々 I1 

" 
11 

11 

11 

11 

11 
旬
E
A

'

E
A

唱

E
A

11 

-36-

11 



番号 | 資料名 (内 容)

235 I覚(人別金銭書上)

年 代

(近世)

236 I (書簡) (腫物により貴君の伊勢参詣の I(々) 1.15 
見送りをしなかったことを詫びたもの

ほか)

237 I覚(虫損時の拝借米返納につき。包紙|嘉永 4.11.
あり、上書「御書付壱通jとある)

238 I (書簡) (臨時持借金50両の残金受取に I(近世)12.7 
っきほか。包紙あり)

239 I覚(武嶋様御分田方年貢、給米金等書|卯.12.
上)

240 I相渡申質地証文之事 天保 3.12.

241 I覚(松材木等仕切)

柳行李

差 出人 | 請取人 |形態胃E
E 状 I1 

石井専二郎 山口左司右衛門 11 

金田庸右衛門他相州大住郡上粕谷 l

1名 村名主、組頭、惣

百姓

間部熊五郎内金 山口左司右衛門

田庸右衛門他 l 他 1名

名

ゥ I1 

石井専次郎 山口左司右衛門 ゥ I1 

上粕谷村左司右串橋村半次郎

衛門他2名

ウ I1 

(近世) 6.19 I吉田屋吉右衛門

阿部伊勢守

唱

-
A

'

・A
噌

E
A

，，

，r
 

F
 

噌

E
4谷

衛
粕
右

上
司

郡
左

住

口

大
山

内
口
同
ふ
叫
』
同
「
J

4
劇
引い
ふ
か
!
同
「
E

・

上

名q
L
 

内

他
郎五

郎

熊

七
部
延

間
回

唱
E
ムつ山

円
ノ
U

H

2

刊
一

(

巳

ω

年

に

の

こ

R

申

ず

と

の

は

去

ら

し

と

付

(

か

べ

し

ポ

写

な

す

べ

寸

付
少
た
す

、し

書

者

い

達

決

御

ぶ

を

伝

吠

候
及
え
状

l

渡

に

備

廻

を

偏

御

儀

の

り

粟

途

殿

難

常

よ

餅

首

守

り

非

人

春

)

師

勢

よ

々

役

(

り

禅

伊

に

銘

村

町

あ

行

部

作

き

を

)

引

紙

一

阿
違

つ

旨

と

民

包

円
ノ

“

円

、

u

A

斗
A

必
斗
e

A

ι

τ

d

n

守

円

L

q

'u

q

'

臼

245 I (書簡) (去8月1日の大風雨の際御屋 I(々) 9. 4 
敷内所々破損の由承知し、早速ご機嫌

伺いいたすべき所、養母が急病となり

不参となった旨につき。包紙あり)

246 I (書簡) (御用金の件珍重。去2日の大 I(ゥ) 2.15 
地震の状況報告。包紙あり)

247 I (書簡) (去月25日御能あり、翌26日よ I(々)12. 
り表向鳴物は苦しからざる由につき)

248 I (書簡) (村方順番の御用立につき村役 I(ゥ)16 
人の内 1人宛出府要請の件につき)

249 I (書簡) (御臨時金の件を別紙の通名主 I(々) 6.12 
庄三郎方に伝達の件ほか)

町 1 相渡申質地詫文之事 2 御年貢I( 11 ) 

諸役賄注文之事(雛形)

251 I (金銭書上) (山田周蔵分)

252 I払方之分金子請取覚

253 I口上(金子無心の件につき)

254 I (申達) (金田庸右衛門老年多病につき

隠居、卓かへ家督を譲るとのことほか)

255 I (書簡下書) (当年名主役の儀、昨年通

り勤めるとのことほか)

(々)

(々)

亥.10.28

卯.3. 

丑 3.28

金子宗兵衛 上粕谷村山口左 l

司右衛門
l 

間部熊五郎内金相州大住郡 山口 l

田庸右衛門他l 左司右衛門他1
名名

金田庸右衛門他 上粕谷村名主庄 l

1名 三郎他1名

卓か 左司右衛門 l 

1 

金田庸右 衛 門 他 山口左司右衛門 l 

l名 他 1名

11 

ひ I1 

11 
唱
E
A

唱

E
A

唱

E
A

庄三郎他1名

金田庸右 衛 門 他

2名

山口左司右衛門

他 1名

山口左司右衛門

上粕谷村山口作

助

上回他1名

11 

11 

11 l 
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洋

一

号

何

一
番

輔
副

v

-

資 料名(内 容) 年 代

2561舌代(芳五郎が帰村の時連れてまいる I(近世) 16 
つも りなので、予め認め置く由につき)

2571党(鳥居寄付金銭人別書上) 1 (ゥ)

2581党 (間部熊五郎様御内金田庸右衛門他 |安政 4.5.20 
1名宛送金請取につき。包紙あり。包

紙の裏面に入置申一札之事あり)

2591党(間部熊五郎様内山口作助宛送金請 1gP.10.26 
取につき)

2601詰取一札之事(上回八歩作様、金田庸|嘉永 7.8. 9 
右衛門様からの暫状 1通確かに請取に
っき)

2611党(御払代金その他延納なきょう 121ゥ 5.11. 
月15日限で皆済、上納すべき旨につき。

包紙あり、上哲「御書付壱通」とある)

2621党 (当戊暮御臨時金納請取につき) 1" 3.12. 

2631党(夫人増金納詩取につき) 1 々 3.12. 

2641奉差上御請書之事(吉祥院無住につき|安政 4.12.
住持が定まるまで山口左司右衛門に諸

取扱方を預け置く旨につき)

2651四ツ谷鳥居す法(沓石、角台、額など 1(近世)
寸法書上)

2661党(古鉄かじ物など代金容上)

2671党 (組合村割勘定につき)

2681党(高札場1ヶ所建替入用は御地頭所
御入用金、村方入用金を充当する由に
つき)

2691党(痢病神社再建の寄付ー金として金子
受納につき)

2701党(金銭出入総勘定)

271 1 (御印鑑一括) (包紙あり)

(ゥ)

子11.12

嘉永 5.2. 

子.12.

(近世) 7. 5 

( " ) 

2721 (書簡) (組頭惣右衛門兄太兵衛の件、1(々) 6.朔

菩提所普済寺から同人心得違いによる
宗旨免除の旨申し立てあり候につき。
包紙あり)

2731党(鳥居掛り過金分請取につき) 子.7.11 

2741 (書簡)(今夕方鳥居文踏石を乗せた船 1(近世)
が到着した由)

2751党(人別金銭醤上) 1 (砂)

2761 (御印鑑一括) (包紙あり) 1 (ο) 

2771党 (非人小屋 ・立せわ地域普上) 1 (か)

2781口上(臨時金、 御飯米不足先納金納入 1(ゥ) 3. 7 
の儀につき)

差出人 | 請取人 |形態|数量

両人 左司右衛門 |状 1 1 

九兵衛 鳥居御世話人中 | ゥ 1 1 

東海道平塚宿平石倉村山口左司 | ゥ 1 1 
田惣兵衛 右衛門

東海道平塚宿平上粕屋村 山口左 l

田惣兵衛 司右衛門

鵜川大隅留守守 村役人 l 

金田庸右衛門 他 相州大住郡上粕谷 l

l名 村組頭伝吾

金田庸右衛門他上粕谷村名主 文 l

l名 右衛門

金田庸右衛門 上粕谷村名主文 |
右衛門

御知行所相州大住御地頭所様御役人| ゥ 1 1 

郡上粕谷村百姓衆中
代、与頭、名主

他15名

いせ原村役人 上粕谷村御役人中 l

金田庸右衛門他相州大住郡上粕谷 1

1名 村役人

坪之内養国院 石倉 山口御取次|

中

御小姓間部美作

守

間部熊五郎内金相州大住郡上粕谷 l

田庸右衛門他 1 村山口左司右衛

名 門他1名

かミ屋九兵衛 山口左司右衛門

l 

1 

1 

1 

々 I1 

" 'EA

-

-

1

A

 

田村役人 伊勢原村御役人中 l

'1 1 

12 

山口作助 御名主 長左衛門 l

" 

1 

ひ I1 

" 
唱

i

n
6

TI

唱

I

11 

'1 
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番号 資料 名( 内容 ) 年代

状

l 

2851覚(六会目掛金壱口半分受取につき)I ゥ 3. 3.18 I金田庸右衛門
(70-4) 

2861 (書簡) (助太夫のことにつき尋ねた木 I(近世) 3.23 
ことあり差紙を出し候につき)
(70-5止)

2871覚(当辰畑方金之内請取につき) (71) I慶応 4.6. 

(ゥ) 4.27 1間部熊五郎内金相州大住郡上粕谷 l

田庸右衛門 村 山口左司右衛

門他1名

上粕屋村質地主 板戸村弥右衛門 l

新兵衛他2名

2791覚(石倉村ほか2ヶ村人別石高書上) 1丑 l

2801 (書簡) (旧冬の一件につき両村共談合 1(近世)2. 7 
のよ種々決定とのζ とほか。包紙あり)

2811 (絵図面) (団地) 1 (々)

2821 (書簡) (子安村一件八州取締出役吉岡 1(嘉永 3.) 3.23 
静助去る 19日関係の男女召捕、取調

の上差送り候とのことほか。包紙あり)
(70-1) 

2831覚(六会目掛金半口分請取につき)I嘉永 3.3.18 
(70-2) 

2841覚(六会目掛金三ツ割分請取につき)1 11 3. 3.18 
(70-3) 

2881覚(詰衆中江戸惣会合弁御朱印等諸雑|辰.8.23 
費請取につき。包紙あり、上書 「山王
様御朱印御役人用受取金剛頂寺様J
とある)

2891印鑑(勤仕並寄合間部美作守。包紙あ I(近世)
り)

290 1 (鳥居寄付金書上) (下粕谷村、能条、 I(々)
藤沢宿、大竹村ほか)

291 1 (書簡) (子安村一件寄場村役人が扱い
立入、掛合の上熟談内済済につき詮文
を御奉行所へ提出とのこと)

2921相渡申質地護文之事(包紙あり、上書
「かた町田口屋ニ而玉川頼母子半口加
入致居候所、此度落|掴ニ付語文差入候

問、此方ニ而加判致し遣之候誼文之如J
とある) (76-1) 

2931覚(上ノ原上畑ほか質地書上) (76-2) 

2941 (書簡) (組頭惣右衛門厄介兄太兵衛の
件双方示談につき) (77、以下頭番号

294 -315の終わりまで枝番無し)

295 I入置申一札之事(助太夫屋敷内立木を
伐木代金2分で買い取りにつき御承知
下されたことにつき)

2961入置申一札之事(下書。助太夫屋敷内
の立木、神主鵜川大隅が伐木したこと
を詫入、代金2分で買取を承知下され

た乙とにつき)

2971 (書簡) (異国船渡来につき村役人共都
合13人を差し出すべき由につきほか)
(80) 

嘉永 5.3. 

(近世)

柳行李

差 出人 | 請 取 瓦 |形態|数量

伝吾 御当役庄吉郎

間部熊五郎内金上粕谷村山口左
子宗兵衛 司右衛門他 1名

1， 

11 

相州大住郡上粕谷 山口左司右衛門
村間部熊五郎内 他 1名
金田庸右衛門他

1名

金田庸右衛門他庄兵衛
1名

金田庸右衛門 山口左司右衛門

1， 

11 1 

11 1 

山口左司右衛門 ウ I1 

々 I1 

唱

E
A

噌

E
A

作

世
口

御

山

リ名
掛

↓
リ
ー
L

L

L

4
b
1
4

圃

み
ふ
ト

谷

他

院

中

粕

祥

人

上

助

吉

話

他同

J
R
1
 

衛右

寺

庸

項
目

名

剛

金

2

金

ゥ I1 

ゥ I1 

1 

l 

'1 

(々) 5. 9 1間部熊五郎内金相州大住郡上粕谷 l

田庸右衛門他 1 村山口左司右衛

名 門他1名

嘉永 7.11. 1上粕屋村字明神前 l 

藤七 他 1名

(近世)

l 

11 l 

(嘉永 6.) l.21 1間部熊五郎内金相州大住郡上粕谷 l

田庸与右衛門他1 村 山口左司右衛

名 門他1名

1 

-39-



3001心党(子安村一件、助太夫宗門人別へ|嘉永 3.3.16 
滞り候件などにつき)

3011万党帳(嘉永4年2月5日-4月3日)1 ゥ 4. 2. 5 

3021分中小前難渋人江助成手当粟割渡党|慶応 2.12.24
(当年不作弁諸色高値につき難渋人御

手当として子易組、台組、峯岸組、辻

組1軒につき粟を助成)

3031田畑御年貢井御伝馬諸割通帳(山口隣|嘉永元.6. 1当役長左衛門

之助分)

3041御地頭所様御用向井飛脚小歩行勤方議|慶応 4.1. 1小前柴次郎他御役人中

定(御地頭所様の御用勤方につき支障 1 1 54名
を来さないよう今後は順番を決め対応

する旨につき)

305 1 (地頭所様勝手向差支につき六百口講|安政 5.2. 
取立に関する綴〕

3061 (六百講取立金綴) (子易、台、〆引、 I(安政 5.)
峯岸、辻組)

3071石鳥居寄進連名帳(七五三引、秋山、|嘉永 4
峯岸、石倉分)

柳行李、 御勝手方史料E

1 番号| 資料名(内容)

2981 (書簡) (約束の白檀柱着、さらにもう

l本白檀柱を所望したき旨につき。包

紙あり) (81) 

2991 (書簡) (子安村一件落着、神主大隅と

百姓助太夫一件落着ほか)

3081万年内村掛リ覚帳

3091七五三曳石尊宮御鳥居再建諸相帳

310 1 (知行所別知行高書付〕

311 1 (御触書) (大目付、御目付へ達候御進

発留守中関八州村々取締り方のこと他

につき。包紙あり)

3121御鳥居寄進連名帳

3131 (旅日記) (10月朔日出立)

3141痢病神勧化(勧化寄進者届)

315 1御蔵米納辻勘定帳

年代

(近世) 6.17 

(ゥ) 5.16 

天保 3.3. 

元治元 8.

(近世)

丑 5.

(近世)

(ο) 

(の)

( 11 ) 

差 出人|請取人

間部熊五郎内 金相州大住郡上粕谷

田庸右衛門他1 村山口左司右衛

名 門他l名

間部熊五郎内 金相州大住郡上粕谷
田庸右衛門他 1 村 山口左司右衛

名 門他1名

形態|数量

状 I1 

今 I1 

横半 I1 

横 I~ 

砂 I1 

冊 I1 

横 I1 

ウ I1 

上粕屋村 ゥ I1 

名 主 九 兵 衛

発起中

11 'EA

t

-

-

A

2

1

 

11 

" 

金田庸右衛門他

1名
綴

中川分役人 横

桝

横

唱

E
A

唱

E
A

唱

E
A

唱

E
A

上粕谷村 11 

0御勝手方史料m(箱6-35)

番号 資 料 名 (内 容) 年 イ吃 差出人 詰取人 形態 数量

華屋良珊大姉二十七追思勝手方賄入用 文化 4.7.27 横 1 
品々献立引菓子賃控(謹上 山口佐七)

2 一葉禅童女十七巡思 11 7. 8. 2 志、主 二神佐次右 " 
衛門
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御勝手方史料E、貸金並売掛、家内日記

番号 資 料 名 (内 容) 年 代 差出人 請取人 形態 数量

3 御勝手向仮積11辰(三河国宝飯郡市田村・ 文政10.12. 横 1 
豆州君沢郡上船原村・相州上粕屋村

4 年中御勝手向御入用積書(月並定式分 天保 4.4. " 1 
殿様小遣ほか)

5 年中御勝手向御入用積帳 文久 2.正月 " 1 

6 御勝手賄方並御借財取調帳 " 2.正月 山口控 11 1 

7 御屋敷様御勝手向勘定見積控 11 3.12. 11 1 

8 御勝手方御賄金村々出金割合11展 元治 2.正月 山口控 11 1 

9 御勝手方元払見積l帳(上粕屋村) 慶応 3.2. 11 1 

10 御勝手方元払見積11虞 " 3.11.朔 山口 控 11 1 

11 御勝手方元払見積帳 (近世) 山口控 " 

0貸金並売掛 (箱6-36)

番号 資 料 名 (内 容) 年 {~ 差出人 請取人 形態 数量

1 二番貸金井売掛操出帳(安永9年 ~ 文政 7.4. 横 1 
天明・寛政・事和・文化・ 文政まで書

き継ぐ)

2 山上之口 預ヶ金井売掛書抜帳(安永 " 7. 4. " 1 
9年・天明・寛政・ 享和・文化・文政期)

3 当村山王原・〆引・冨岡・ 三之宮・串 " 7. 4. " l 
橋 ・いせ原貸金井売掛書抜帳(寛政5
年~事和・文化・文政期)

4 下村小作貸金操出帳(寛政 ・享和・文 " 7. 4. " 1 
化・文政期)

0家内日記 (箱6-37)

番号 資 料 名 (内 容) 年 代 差出人 請取人 形態 数量

天保十二年家内日記(冗日から 12 天保13. 山口氏 冊 1 
月29日まで、伊川院法印筆掛物ー幅御 正月1.- 12.29 
屋敷様より戴く他)

2 天保十四年 日記帳(元日から 12月 14. 山口氏 1/ 1 
29日まで) 正月1.- 12.29 

3 四給地頭触につき請書(公儀御法度を 文政元.11 百姓代圧三郎 助左 衛 門 他4名 " 1 
守ること、博実・賭の諸勝負の禁止等、 他 4名

八ヶ条利左衛門等105名連署)

唱
E
A

a
a
T
 



手作仕附、大豆毛配検見、政府の目的

O手作仕附(箱6ー38)

番号 資 料 名 (内 容)

1 辰年手作冬毛仕附弁種入等覚

2 巳年手作冬毛仕附種入等覚

3 春夏秋冬未年手作仕附種入等覚

0大豆毛配検見(箱6-39)

資料名(内容)

大豆毛配検見帳

大豆毛配検見弁取立帳

0政府の目的(箱6-40)

番号 資 料 名 (内 容)

1 〔相州自由民権家等の久論二説稿) (山口書
輔-竹尾俊孝 ・前田 ・今井国コ郎・

猪俣道之輔・宮田寅治等六名諮問の答、

主権は立法に帰属すべきの説明)

年 代 差出人

文化 5.9吉日 相陽上粕屋郷注連

曳村之内字石蔵

農士山三両性(農・

武士・三神両性)

佐司右衛門源恒

幸

// 6. 9.吉日 相陽上粕屋郷注連

曳村之内字石蔵

農士山三両性佐

司右衛門源恒幸

// 6. 9吉日 字石蔵農士山口

佐司右衛門

年 代 差出人

文政10.7.吉田|山口代佐(兵衛)

/ 11. 7.吉日|山口.代佐兵衛

年 代 差出人

(明治初.) 山口書輔
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請取人 形態 数量

横 1 

// 

/， 1 

詰取人

詰取 人 形態 数量

綴 1 


